
１
ｌ
イ
ン
ド
美
術
に
お
け
る
舞
踊
表
現

古
代
以
来
、
イ
ン
ド
美
術
史
に
お
い
て
「
舞
踊
」
は
重
要
な
モ

チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
古
代
初
期
の
仏
教
美
術
で
は
仏
伝
図

の
中
に
、
あ
る
い
は
欄
楯
の
浮
彫
の
中
に
、
舞
踊
表
現
が
見
い
出

せ
る
。
さ
ら
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
寺
院
に
至
っ
て
は
、
寺
院
の
荘

厳
な
装
飾
と
し
て
無
数
の
踊
り
子
像
が
、
壁
面
、
柱
側
面
を
埋
め

る
と
い
う
例
も
珍
し
く
な
い
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
舞
踊
と
寺
院
の

結
び
付
き
は
深
く
、
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ー
シ
Ｉ
（
「
神
の
召
使
」
）
と
呼

ば
れ
る
踊
り
子
が
寺
に
仕
え
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
、
ま
た
時
に

「
歌
舞
殿
」
が
寺
院
に
付
属
す
る
よ
う
に
、
舞
踊
が
寺
院
建
築
に

＊
・
Ｉ

影
響
を
与
え
る
例
も
み
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
美
術
に
お
い
て
数
々
残
る
舞
踊
表
現
で
あ
る
が
、
そ
れ

袋
井
由
布
子

イ
ン
ド
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
に
お
け
る
舞
踊
表
現

両
性
具
有
の
踊
り
子
像
に
関
す
る
考
察

南
西
ア
ジ
ア
研
究
会
◎

本
稿
は
、
二
○
○
○
年
度
第
一
回
研
究
集
会
で
報
告
さ
れ
た
袋
井
由
布
子
氏
（
和
光
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ぱ
い
で
い
あ
「
タ
ミ
ル
語
の
世
界
」
講
師
、
舞
踊
学
会
会
員
）
の
発

表
原
稿
を
、
本
誌
掲
載
用
に
本
人
自
ら
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
会
と
し
て
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド
本
国
に
お
い
て
す
ら
指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
こ
の
美
術
史

上
の
大
き
な
発
見
成
果
を
公
刊
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
た
い
。

・
舞
踊
学
会
会
員

①
の
範
畷
に
入
る
舞
踊
表
現
は
、
シ
ヴ
ァ
を
始
め
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
、

ク
リ
シ
ュ
ナ
、
ガ
ネ
ー
シ
ャ
な
ど
、
神
が
踊
る
姿
を
と
る
も
の
で
、

「
ヌ
リ
ッ
タ
ム
ー
ル
テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
。
Ｋ
・
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ

ミ
Ｉ
、
カ
ピ
ラ
・
ヴ
ァ
ッ
ッ
ァ
ヤ
ン
、
Ｃ
・
シ
ヴ
ァ
ラ
マ
ム
ー
ル

テ
ィ
な
ど
に
よ
る
先
学
の
研
究
で
は
、
神
の
舞
踊
に
込
め
ら
れ
た

＊
ワ
』

イ
ン
ド
の
宇
宙
観
な
ど
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
②
の
例
と
し
て
は
、

仏
伝
図
の
降
魔
成
道
の
場
面
で
仏
陀
を
誘
惑
す
る
舞
踊
、
ク
リ
シ

ら
は
以
下
の
四
つ
に
大
別
で
き
る
。

①
信
仰
対
象
と
し
て
の
舞
踊
表
現
。

②
踊
り
が
物
語
の
一
要
素
に
な
っ
て
い
る
舞
踊
表
現
。

③
寺
院
の
柱
や
壁
の
空
間
を
埋
め
る
装
飾
と
し
て
の
舞
踊
表
現
。

④
「
カ
ラ
ナ
」
の
表
現
。

＊
１
例
え
ば
、
オ
リ
ッ
サ
ー
州
ブ

ヴ
ァ
ネ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
に
残
る
リ
ン

ガ
ラ
ー
ジ
ャ
寺
（
二
世
紀
）
の
歌

舞
殿
（
ナ
ト
マ
ン
デ
ィ
ル
）
・

＊
２
。
。
且
二
筥
冒
爵
。
●
国
、
ミ
§
胃
ミ

迂
雪
号
涛
。
§
電
§
ご
く
◎
一
・
二
面
覺
一
ゞ

フ
《
。
【
一
旨
】
国
睡
ヨ
煙
『
画
碗
ご
酌
め
い
で
臣
ご
－
房
言
①
易
今

『
①
も
『
一
コ
《
⑱
Ｑ
一
℃
函
い
む
一
心
や
凶
む
つ
で
。
い
い
－
０
脚
ひ
。

亜
シ
コ
幽
弓
画
竺
錘
示
、
ｃ
ｃ
ヨ
豐
儲
亀
四
コ
ご
曹
毒
宛

。
§
８
具
陶
電
冒
§
寺
島
§
診
蔓
§
且

、
冨
寄
宝
、
箱
・
碗
酌
、
四
『
で
匡
匡
言
里
一
ロ
邑
顎
寺
『
①
ロ
コ
ヨ
【
１

４

ふ
く
ろ
い
・
ゆ
う
こ

一
九
九
三
年
以
降
、
マ
ド
ゥ
ラ
イ
・

カ
ー
マ
ラ
ー
ジ
大
学
、
マ
ド
ラ
ス
大

学
の
博
士
課
程
に
在
学
し
、
特
に
舞

踏
表
現
に
関
わ
り
な
が
ら
、
イ
ン
ド

美
術
史
を
専
攻
。
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ユ
ナ
が
牛
飼
い
の
女
性
と
踊
る
場
面
が
挙
げ
ら
れ
る
。

さ
て
、
④
の
カ
ラ
ナ
の
表
現
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
タ
ン
ジ
ャ
ー

ヴ
ー
ル
の
ブ
リ
ハ
デ
ィ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺
院
、
チ
ダ
ン
バ
ラ
ム
の

ナ
タ
ラ
ー
ジ
ャ
寺
院
、
ク
ン
バ
コ
ナ
ム
の
シ
ャ
ー
ラ
ン
ガ
パ
ニ
ー

寺
院
な
ど
に
み
ら
れ
る
特
殊
な
舞
踊
表
現
で
あ
る
。

「
ナ
ー
テ
ィ
ャ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
」
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
最
古

の
舞
踊
・
演
劇
に
関
す
る
理
論
書
で
、
三
六
章
か
ら
な
り
、
舞
踊
、

劇
の
構
成
、
演
技
、
衣
装
、
劇
場
、
音
楽
、
詩
論
な
ど
を
網
羅
し

＊
《
』

た
演
劇
・
舞
踊
の
百
科
全
書
的
様
相
を
み
せ
て
い
る
。
舞
踊
に
関

わ
る
章
で
は
、
頭
部
、
手
、
胸
部
、
胴
周
り
、
腰
、
脚
、
目
、
眉

毛
、
鼻
、
口
、
唇
、
顎
と
い
う
よ
う
に
、
身
体
各
部
が
細
分
化
し
、

＊
１
ゞ

舞
踊
で
用
い
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
「
タ
ー
ン
ダ
ヴ
ァ
・
ラ
ク
シ
ャ
ナ
ム
」
の
別
名
で
知
ら
れ
る

同
書
第
四
章
に
は
一
○
八
の
カ
ラ
ナ
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
カ
ラ

ナ
と
は
舞
踊
で
用
い
ら
れ
る
肢
体
の
基
本
的
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
あ
る
い
は
動
き
の
型
の
こ
と
で
あ
り
、
複
数
の
カ
ラ
ナ
が
一

＊
一
切

連
の
舞
踊
運
動
を
構
成
す
る
。
寺
院
に
残
る
カ
ラ
ナ
の
彫
刻
は
カ

ラ
ナ
を
説
明
す
る
刻
文
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、
舞
踊
の
教
本
に
付

さ
れ
る
挿
図
の
よ
う
な
役
割
が
み
ら
れ
る
。
カ
ラ
ナ
の
彫
刻
に
関

す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
主
に
古
典
書
に
記
述
さ
れ
る
カ
ラ
ナ

＊
《
⑪

と
彫
刻
上
の
舞
踊
の
型
を
同
定
す
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
研
究

法
は
カ
ラ
ナ
の
彫
刻
に
留
ま
ら
ず
、
舞
踊
図
全
般
、
特
に
③
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
舞
踊
表
現
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

古
典
書
の
中
の
舞
踊
を
彫
刻
の
上
に
み
よ
う
と
す
る
こ
の
よ
う

な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
実
際
の
舞
踊
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
い
る

が
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
彫
刻
や
絵
画
と
い
う
媒
体
で
表
現

さ
れ
た
舞
踊
が
、
そ
の
時
代
の
舞
踊
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
カ
ピ
ラ
・
ヴ
ァ
ッ
ッ
ァ
ヤ
ン

は
美
術
上
の
舞
踊
表
現
に
関
し
、
「
動
き
は
限
界
を
も
っ
て
し
か

表
現
さ
れ
え
ず
、
彫
塑
媒
体
は
あ
る
動
き
の
一
点
を
つ
か
み
と
る

こ
と
し
か
で
き
な
い
。
…
…
彫
刻
的
表
現
は
、
動
き
の
大
ま
か
な

姿
で
し
か
な
く
、
動
き
全
体
を
表
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で

＊
幸
ｊ

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
舞
踊
彫
刻
は
、
「
動
き
」
を
本
質
と
し

た
舞
踊
と
、
「
静
止
」
と
い
う
彫
刻
の
特
性
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。

動
き
の
一
瞬
し
か
と
ら
え
ら
れ
な
い
と
い
う
彫
刻
の
限
界
は
同
時

に
、
そ
の
「
静
止
」
の
中
に
彫
刻
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

１
１
例
え
ば
民
族
・
作
者
・
地
域
・
時
代
な
ど
の
造
形
表
現
に
対

す
る
趣
向
、
表
現
の
場
と
共
有
す
る
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
が
見
出
せ

る
と
い
う
可
能
性
を
も
つ
。
舞
踊
彫
刻
が
実
際
の
舞
踊
の
ヴ
ィ
ジ

ュ
ア
ル
資
料
に
留
ま
ら
な
い
の
は
こ
の
点
で
あ
る
。

当
稿
は
、
イ
ン
ド
美
術
史
、
特
に
舞
踊
彫
刻
が
頻
繁
に
作
ら
れ

た
チ
ョ
ー
ラ
朝
後
期
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
奇
異
な

踊
り
子
像
を
通
し
、
そ
の
踊
り
子
の
意
味
を
他
の
彫
刻
、
寺
院
建

築
全
体
か
ら
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

２
１
後
期
チ
ョ
ー
ラ
朝
の
舞
踊
彫
刻

九
世
紀
～
一
三
世
紀
、
南
イ
ン
ド
に
巨
大
な
勢
力
を
築
き
あ
げ

た
チ
ョ
ー
ラ
朝
は
寺
院
建
造
に
力
を
注
ぎ
、
現
在
で
も
タ
ミ
ル
ナ

⑥
宴
弓
空
却
六
画
凰
盲
く
罠
切
望
画
哩
色
ヨ
．
（
］
薗
曽
討
旦

青
里
言
雪
ｃ
角
胃
翁
言
匡
奇
目
言
副
ロ
ョ
ミ
『
言

エ
討
買
碗
画
客
、
⑦
昌
之
色
冨
天
尹
云
画
ユ
⑬
『
三
・
一
＠
。
“

多
目
？
三
畳
③
。
罵
冒
冒
堕
冒
雪
ロ
ロ
ミ
邸

ミ
忌
回
員
苛
§
ｃ
鷺
§
ご
ｂ
ｘ
言
己
己
昌
‐

ご
曾
望
這
卑
隅
鋺
・
弓
函
蝉
口
鱈
ぐ
己
印
．
三
戸
『
琴
免

、

。
。
胃
、
具
堕
冒
玲
、
高
さ
ご
●
エ
ミ
。
貢
ぎ
‐

亀
身
言
吻
。
ミ
寺
ご
賃
蔑
員
ｎ
画
ヨ
ヴ
ユ
巳
、
⑮
ご
己
，

く
⑬
易
一
《
壁
で
『
ｍ
碗
輌
。
一
℃
＠
句
弁
峰
膨
」
。

＊
ｑ
Ｊ
ン
邑
望
画
詞
騨
二
硬
煙
○
雪
色
昌
画
。
ご
竜
潭
剰

賓
邑
睦
忌
里
昌
闘
ご
貝
ミ
ー
ヨ
●
邑
冒
昔
一
冒
司
一
三
尋

屯
・
Ｉ

、
ミ
計
昌
之
ミ
園
．
宮
ご
易
三
田
ョ
室
譽
？

弓
画
『
盲
一
勺
巨
ご
一
罫
ヨ
ｇ
弘
一
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
〆
二
二
Ｏ

＊
４
望
ヘ
ヱ
ミ
箇
弥
胃
ご
負
く
巳
．
一
陣
い

（
⑦
ｅ
雪
㈹
Ｑ
毎
コ
己
胃
國
ヨ
婆
昌
ｎ
Ｑ
ワ
蛍
で
｛
邑
画
。
『
ヨ
Ｃ
Ｏ

言
．
。
ｇ
吾
｝
．
三
目
誘
冒
．
届
く
詩
且
轡
己

８
．
．
石
場
、
第
８
、
９
蔵
。

＊
５
三
胃
富
里
刃
号
ｐ
・
ロ
旨
昌
昌
凰
ｇ

言
届
国
昌
さ
弓
国
異
名
⑥
命
二
言
旦
冒
ヨ
ロ
齢
邑
。
⑱

画
包
Ｑ
い
、
巨
言
旨
『
ｎ
・
↓
萄
琴
目
目
冒
之
宮
ご
回
ミ
ミ

、
ミ
ミ
『
ミ
、
毎
国
、
宛
凰
ご
危
急
巳
ｏ
ｎ
◎
侭
⑰

六
一
橘
⑥
『
）
今
ン
ヨ
⑱
ユ
、
画
弓
言
い
声
一
目
肩
。
『
三
島
’

四
コ
的
【
巨
旦
一
⑥
伊
一
ｃ
ｃ
四
・
つ
”
一
脚
い
・

＊
Ｒ
ｕ
く
・
Ｚ
餌
『
画
く
画
邑
“
虫
垂
自
己
ｚ
画
己
Ｆ

堕
ユ
ヨ
ご
鋤
勿
芭
盲
ｚ
色
ご
Ｆ
ｚ
・
詞
鈎
弓
媚
画
と
望
色

霞
三
三
自
首
邸
菖
目
自
民
、
鼻
旨
罫
ロ
ミ
・
室
巨
ョ
‐

譽
弓
色
ョ
冨
昌
呂
画
『
亘
．
一
望
冒
匡
尉
言
８

弓
患
い
己
巴
．
弓
ｇ
羨
号
旨
く
画
蹟
憲
憲
三

口
目
再
２
画
ｇ
言
冒
司
言
吻
回
目
胃
輔
国
、
Ｑ
昌

罵
ミ
詩
●
曾
凰
①
ご
き
『
ン
『
⑤
富
①
。
一
晶
言
‐

画
一
・
エ
房
５
『
胃
里
酌
己
色
、
宮
、
『
画
句
ご
○
堅

丙
⑤
い
⑦
画
門
戸
ら
韓
蝉
、
．
い
き
回
国
ヨ
秒
。
旨
且
戸
．

乏
。
旨
、
昼
色
言
考
『
．
ご
・
員
言
。
員

匿
苛
昌
言
副
・
Ｚ
昌
旨
昌
一
室
扁
２
ョ
．
ろ
鼠
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－
ド
ゥ
州
を
中
心
に
し
た
地
域
に
こ
の
時
代
の
寺
院
が
林
立
し
て

い
る
。
こ
の
王
朝
期
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
が
活
発
に
な

り
、
諸
王
は
そ
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
名
を
残
し
て
い
る
。
チ
ョ
ー

ラ
朝
最
盛
期
に
在
位
し
、
タ
ン
ジ
ャ
ー
ヴ
ー
ル
の
大
寺
院
ブ
リ
ハ

デ
ィ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
を
創
建
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
ラ
ー
ジ
ャ
ラ

ー
ジ
ャ
ー
世
（
九
八
五
～
一
○
一
六
年
）
は
四
○
○
人
の
踊
り
子

を
集
め
、
大
寺
院
の
周
辺
に
彼
女
た
ち
の
居
住
と
な
る
長
い
通
り

＊
８

を
二
本
建
設
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
チ
ョ
ー

ラ
朝
は
、
踊
る
シ
ヴ
ァ
神
を
象
っ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
意
欲
的
な
製

作
を
始
め
た
り
、
カ
ラ
ナ
の
浮
彫
彫
刻
が
表
現
さ
れ
た
り
と
い
う

よ
う
に
、
舞
踊
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ァ
ル
化
が
大
き
く
進
め
ら
れ
た
時
代

で
も
あ
る
。

ラ
ー
ジ
ャ
ラ
ー
ジ
ャ
ー
世
、
つ
づ
く
ラ
ー
ジ
ェ
ー
ン
ド
ラ
一
世

（
一
○
一
六
～
四
四
年
）
の
チ
ョ
ー
ラ
朝
最
盛
期
の
後
、
一
○
七

○
年
に
即
位
し
た
ク
ロ
ー
ッ
ト
ゥ
ン
ガ
一
世
（
一
○
七
○
～
二

二
二
年
）
に
始
ま
る
後
期
チ
ョ
ー
ラ
朝
の
諸
王
は
、
そ
の
王
朝
が

衰
退
を
み
せ
る
一
三
世
紀
前
半
ま
で
寺
院
の
建
立
、
増
築
を
続
け

た
。
こ
の
時
期
に
建
て
ら
れ
た
ダ
ー
ラ
ー
ス
ラ
ム
の
ア
イ
ラ
ー
ヴ

ァ
テ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺
院
、
テ
イ
ル
ブ
ヴ
ァ
ナ
ム
の
カ
ン
パ
ハ
レ
ー

シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺
院
は
チ
ョ
ー
ラ
朝
最
後
の
巨
大
寺
院
で
あ
り
、
壮

大
な
高
塔
を
も
つ
寺
院
建
築
と
優
れ
た
彫
刻
群
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
時
代
の
寺
院
建
築
が
み
せ
る
特
徴
は
、
「
テ
ィ
ル
ッ
カ
ー
マ

コ
ー
ッ
タ
ム
」
と
い
う
名
で
知
ら
れ
る
女
神
の
祠
堂
が
独
立
し
て

建
立
さ
れ
た
こ
と
、
高
塔
を
も
っ
た
壮
大
な
ゴ
ー
プ
ラ
ム
（
楼
門
）

後
期
チ
ョ
ー
ラ
朝
を
代
表
す
る
寺
院
は
ダ
ー
ラ
ー
ス
ラ
ム
に
建

つ
ア
ィ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺
院
で
あ
る
。
イ
ン
ド
南
部
、

タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
中
東
部
の
タ
ン
ジ
ャ
ー
ヴ
ー
ル
地
方
に
位
置

す
る
ク
ン
バ
コ
ナ
ム
は
チ
ョ
ー
ラ
朝
の
重
要
な
寺
院
の
中
心
地
で

あ
り
、
数
々
の
寺
院
が
林
立
し
、
現
在
で
も
多
く
の
信
者
が
こ
こ

を
訪
れ
る
。
ク
ン
バ
コ
ナ
ム
か
ら
南
に
五
キ
ロ
の
ダ
ー
ラ
ー
ス
ラ

ム
に
立
つ
ア
ィ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
は
シ
ヴ
ァ
派
の
寺
院
で
、

後
期
チ
ョ
ー
ラ
朝
の
ラ
ー
ジ
ャ
ラ
ー
ジ
ャ
ニ
世
（
二
四
六
～
一

一
七
二
年
）
に
よ
り
建
立
、
別
名
「
ラ
ー
ジ
ャ
ラ
ー
ジ
ェ
ー
シ
ュ

ヴ
ァ
ラ
ム
」
で
知
ら
れ
る
。
東
西
一
○
九
メ
ー
ト
ル
、
南
北
七

○
・
二
五
メ
ー
ト
ル
の
外
壁
に
囲
ま
れ
た
寺
院
は
東
向
き
に
建
ち
、

主
尊
シ
ヴ
ァ
リ
ン
ガ
を
祀
る
聖
室
ガ
ル
バ
グ
リ
ハ
、
そ
し
て
前
殿

ア
ル
ダ
マ
ン
ダ
パ
、
マ
ハ
ー
マ
ン
ダ
パ
、
ム
カ
マ
ン
ダ
パ
が
直
線

上
に
並
ぶ
。
本
殿
の
南
東
部
に
は
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ン
ビ
ラ
ン
テ
ィ
ル

マ
ン
ダ
パ
が
付
属
し
、
こ
の
時
代
特
有
の
車
型
の
建
築
様
式
を
見

せ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
寺
院
の
本
殿
は
ウ
パ
ピ
ー
タ
と
呼
ば
れ
る
基
壇
部

の
上
に
立
ち
、
そ
の
基
壇
に
は
区
切
り
を
も
っ
た
パ
ネ
ル
が
並
ぶ
。

こ
れ
ら
の
パ
ネ
ル
に
は
「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
」
か
ら
と
ら
れ
た
場

の
建
築
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
、
ヴ
ィ
マ
ー
ナ
（
本
殿
）
全
体
が
馬

あ
る
い
は
象
の
彫
刻
で
引
か
れ
る
「
車
」
の
様
態
を
と
っ
て
い
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
代
、
舞
踊
彫
刻
は
神
像
を

始
め
荘
厳
の
目
的
で
寺
院
の
至
る
と
こ
ろ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど
。

＊
７
穴
鈎
凰
旨
く
錘
翁
と
錘
菅
卸
晏
（
］
画
闇
討
旦

雪
ミ
ミ
ロ
亀
葛
鳥
雪
ト
胃
目
冒
忍
ミ
ミ
忌
宛

エ
ミ
閏
も
ロ
い
ひ
＠
ぬ
劃
Ｐ

＊
８
ｎ
・
望
く
圏
国
ョ
釣
ョ
巨
昌
首
悪
心
（
￥
ｃ
音

司
吋
ご
ざ
苛
陶
・
ン
『
・
言
⑰
。
－
０
唾
の
堅
い
こ
『
ぐ
⑱
望
ｇ

一
コ
忌
色
。
一
娩
一
。
Ｑ
、
一
Ｃ
③
○
い
う
ｏ
Ｑ
０
－
ｃ
Ｃ
い
◇
つ
』
②
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面
、
こ
ぶ
牛
、
ラ
イ
オ
ン
、
戦
士
の
姿
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
最
も
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
モ
チ
ー
フ
は
舞
踊
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
特
徴
的
な
舞
踊
の
型
は
、
正
面
性
が
強
く
、
両
肩

は
地
面
と
平
行
に
保
た
れ
る
も
の
で
あ
り
、
下
半
身
の
型
は
大
き

く
膝
を
開
い
て
腰
を
深
く
お
と
し
、
脚
で
菱
形
を
作
る
の
が
基
本

で
、
足
の
爪
先
を
左
右
に
開
い
た
り
、
足
を
交
差
さ
せ
た
り
、
片

足
の
爪
先
を
た
て
た
り
な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
み
ら
れ
る
。

ア
イ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺
院
の
基
壇
部
パ
ネ
ル
に
残
る
舞

踊
像
の
踊
り
の
型
を
分
析
し
て
い
く
と
、
い
ず
れ
も
後
期
チ
ョ
ー

ラ
朝
の
特
徴
的
な
型
に
あ
て
は
ま
る
が
、
中
に
は
そ
れ
ら
か
ら
逸

脱
す
る
例
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
が
、
腰
を
大
き
く

ひ
ね
り
、
膝
を
曲
げ
ず
脚
を
前
後
に
開
き
、
上
半
身
は
手
を
組
み
、

腕
を
突
き
出
す
も
の
で
あ
る
（
以
下
、
こ
の
上
半
身
は
Ｕ
Ｐ
唖
伽

と
記
す
。
な
お
、
〃
Ｕ
Ｐ
〃
は
「
上
半
身
の
型
（
屋
署
⑦
ｇ
ｏ
唖
冒
『
①
三

の
略
）
［
図
１
、
挿
図
１
，
２
］
。
大
き
く
腰
を
ひ
ね
り
胸
部
と
智

図1舞踊図、ダーラースラム、ア
イラーヴァテシュヴァラ寺院、基段
部パネル

部
を
正
面
に
向
け
る
こ
の
舞
踊
の
型
は
、
同
時
代
の
基
本
的
な
舞

踊
の
型
の
中
で
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
ち
、
こ
の
ア
ィ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ

シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺
院
だ
け
で
な
く
、
他
の
後
期
チ
ョ
ー
ラ
朝
の
寺
院

の
舞
踊
彫
刻
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
［
図
２
，
３
］
・
こ
の
奇
異

な
舞
踊
の
型
を
と
る
踊
り
子
に
は
、
さ
ら
に
そ
の
特
異
性
を
際
立

た
せ
る
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
踊
り
子
の
顔
に
は
口
髭
、
一

方
の
正
面
を
向
い
た
上
半
身
に
は
豊
か
な
胸
が
表
現
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
踊
り
子
は
両
性
具
有
な
の
だ
。

手
を
組
み
、
腕
を
突
き
出
し
、
大
き
く
腰
を
ひ
ね
り
胸
部
と
臂

部
を
正
面
に
向
け
る
こ
の
奇
異
な
舞
踊
の
型
は
、
舞
踊
の
型
を
分

析
し
た
カ
ラ
ナ
の
舞
踊
図
群
の
中
に
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

加
え
て
、
両
性
具
有
と
い
う
こ
の
踊
り
手
に
見
ら
れ
る
特
性
は
、

ア
ル
ダ
ナ
ー
リ
ー
と
い
う
シ
ヴ
ァ
の
両
性
具
有
像
を
除
き
、
イ
ン

ド
美
術
に
お
い
て
も
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
両
性
具

有
の
踊
り
子
像
の
舞
踊
の
型
、
そ
し
て
そ
の
意
味
を
さ
ら
に
考
察

図2舞踊図、テイルヴアールール、
ティヤガラージャスワミン寺院、第
二ゴープラム（西面〉

図3舞踊図、メツライカダン
ブール、アムルタガテシュヴア
ラ寺院、本殿軒下部（南面）

挿図2チョーラ朝後期舞踊彫挿図1UP：01
刻における捻れた下半身
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ア
ィ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺
院
の
最
東
部
に
開
く
ム
カ
マ

ン
ダ
パ
は
、
一
○
○
本
余
り
の
支
柱
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
支
柱

の
種
類
は
四
種
あ
り
、
規
則
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
支
柱

の
側
面
に
は
余
す
と
こ
ろ
な
く
神
像
、
神
話
上
の
動
物
、
花
模
様

な
ど
が
描
か
れ
る
が
、
そ
こ
で
最
も
多
く
表
現
さ
れ
る
の
は
舞
踊

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
舞
踊
型
を
分
析
し
て
い
く
と
、
手
を
組
み
、

腕
を
前
方
に
突
き
出
し
、
大
き
く
腰
を
ひ
ね
り
胸
部
と
腎
部
を
正

面
に
向
け
る
舞
踊
の
型
は
六
例
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
じ
下
半
身
の
型
な
が
ら
、
上
半
身
は
別
の
型
を
も
っ

て
い
る
踊
り
子
像
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
こ
で
組
み
合
わ
せ
ら
れ

て
い
る
上
半
身
と
し
て
は
、
片
手
の
手
の
ひ
ら
を
肩
の
前
で
正
面

に
向
け
、
反
対
側
の
腕
は
上
方
に
延
ば
す
も
の
（
Ｕ
Ｐ
ｍ
蛇
）

［
挿
図
３
］
、
そ
の
手
を
腿
の
上
に
置
く
も
の
（
Ｕ
Ｐ
恥
的
）
［
挿

図
４
］
、
肘
を
曲
げ
上
方
に
挙
げ
る
も
の
（
Ｕ
Ｐ
叩
叫
）
［
挿
図
５
］
、

片
手
で
ア
ラ
パ
ド
マ
（
小
指
か
ら
そ
れ
ぞ
の
指
を
曲
げ
、
間
隔
を

＊
ｑ
》

開
い
た
手
印
）
を
と
り
頭
上
に
あ
げ
、
も
う
一
方
の
腕
は
上
部
に

延
ば
す
も
の
（
Ｕ
Ｐ
亜
妬
）
［
図
４
、
挿
図
６
］
、
そ
の
手
を
腿
の

上
に
置
く
も
の
（
Ｕ
Ｐ
坐
帖
）
［
挿
図
７
］
、
片
腕
は
上
方
に
延
ば

し
、
も
う
一
方
の
手
は
腰
に
お
く
も
の
（
Ｕ
Ｐ
皿
〃
）
［
挿
図
８
］
、

両
手
を
上
方
に
広
げ
て
挙
げ
る
も
の
（
Ｕ
Ｐ
》
船
）
［
挿
図
９
］

な
ど
が
あ
る
［
表
］
。

３
ｌ
捻
れ
た
下
半
身

し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

先
に
紹
介
し
た
ダ
ー
ラ
ー
ス
ラ
ム
の
ア
イ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
シ
ュ
ヴ

ァ
ラ
寺
院
ム
ヵ
マ
ン
ダ
パ
支
柱
側
面
に
は
、
円
形
の
被
り
物
を
か

ぶ
っ
た
奇
異
な
人
物
像
が
ひ
と
つ
み
ら
れ
る
［
図
５
］
。
ム
カ
マ

ン
ダ
パ
内
南
部
に
位
置
す
る
柱
の
西
面
に
は
三
つ
の
メ
ダ
イ
ョ
ン

が
上
下
に
並
び
、
そ
の
最
下
部
の
メ
ダ
ィ
ョ
ン
に
は
三
人
の
人
物

４
１
両
性
具
有
の
踊
り
子
像
と
円
形
装
飾
の
被
り
物

さ
て
、
奇
異
な
下
半
身
の
型
を
も
っ
た
両
性
具
有
の
踊
り
子
像

に
は
ひ
と
つ
の
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
踊
り
子
像
の
ほ
と

ん
ど
が
円
形
の
大
き
な
被
り
物
を
か
ぶ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
被
り
物
は
、
現
在
イ
ン
ド
で
演
じ
ら
れ
る
歌
舞
劇
カ

タ
ヵ
リ
や
ヤ
ク
シ
ャ
ガ
ー
ナ
な
ど
に
み
ら
れ
る
も
の
と
似
て
お
り
、

被
り
物
の
正
面
部
に
は
縁
ど
り
や
放
射
線
状
の
装
飾
が
施
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
装
飾
さ
れ
た
円
形
の
被
り
物
を
か
ぶ
っ
て

い
る
人
物
像
は
両
性
具
有
の
踊
り
子
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
踊
り
子
像
の
意
味
を
探
る
た
め
、
次
に
同
時
代
に
お
け
る
円

形
の
被
り
物
を
か
ぶ
る
人
物
像
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

Ｕ
Ｐ
恥
皿
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
上
半
身
は
い
ず
れ
も
後
期
チ
ョ

ー
ラ
朝
の
舞
踊
彫
刻
に
お
い
て
は
高
い
頻
度
で
み
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
一
方
、
手
を
組
み
前
に
つ
き
だ
す
上
半
身
の
型
と
別
の

下
半
身
の
型
の
組
み
合
わ
せ
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、

こ
の
両
性
具
有
の
踊
り
子
像
に
お
い
て
特
徴
と
な
る
の
は
、
腰
を

大
き
く
ね
じ
っ
た
下
半
身
の
型
に
あ
る
と
い
え
る
．

＊
９
之
ミ
ミ
壽
、
跡
ご
色
、
邑
萄
垂
守
ミ
ヨ
回
ご
白
，

且
邑
売
、
畠
《
一
色
ミ
（
命
旦
・
毎
．
邑
言
色
ヨ
ュ
画
一
③
Ｑ
す
ぐ

三
目
◎
ョ
呂
豐
○
百
等
二
・
三
目
詩
言
い
己

⑱
巳
。
』
＠
割
い
』
今
。
。
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が
描
か
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
左
に
は
高
い
冠
を
か
ぶ
っ
た
王
ら

し
き
人
物
が
座
っ
て
お
り
、
中
央
に
は
円
形
の
被
り
物
を
か
ぶ
っ

た
人
物
、
そ
し
て
右
側
に
は
片
手
を
挙
げ
た
女
性
が
立
っ
て
い
る
。

メ
ダ
イ
ョ
ン
中
央
で
被
り
物
を
か
ぶ
る
人
物
は
、
王
に
向
か
い
胸

の
前
で
合
掌
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
こ
の
人

物
の
姿
勢
で
あ
る
。
合
掌
す
る
上
半
身
は
正
面
を
向
き
な
が
ら
、

臂
部
が
正
面
を
向
い
て
い
る
、
つ
ま
り
、
こ
の
人
物
の
体
は
不
自

然
に
も
上
半
身
と
下
半
身
が
捻
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
被
り
物
を

挿図3UP：02挿図7UP806

一コ

挿図4UP：03挿図8UP；07

か
ぶ
り
合
掌
す
る
こ
の
人
物
像
と
、
口
髭
と
豊
満
な
胸
を
た
く
わ

え
た
両
性
具
有
の
踊
り
子
像
と
の
共
通
性
、
そ
れ
は
捻
れ
た
下
半

身
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
腰
部
を
大
き
く
回
転
さ
せ
、
下
半
身
の
正

面
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
推
測
で
き
る
の
は
、
被
り
物
を

か
ぶ
っ
た
合
掌
の
人
物
像
、
そ
し
て
両
性
具
有
の
踊
り
子
像
は
、

不
自
然
な
体
の
動
き
を
表
現
し
な
が
ら
、
男
性
器
が
あ
る
体
の
正

面
を
あ
え
て
隠
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
損
失
し

た
男
性
性
を
暗
示
す
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
口
髭
と
豊
か

挿図5UP：04挿図9UP：08

挿図6UP；05

図4舞踊図ダーラースラムア
イラーヴァテシュヴァラ寺院ム
カマンダパ支柱側面

表ダーラースラム、アイラーヴァテシュヴァラ寺院、ムカマンダパ支柱側面
舞踊図における捻れた下半身と上半身の組み合わせ

上半身の型 U:01U:02U:03U:04U:05U:06U:07U:08

頻度 611111_7 2
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な
胸
を
た
ず
さ
え
る
踊
り
子
像
が
と
る
捻
れ
た
下
半
身
は
、
両
性

具
有
を
特
徴
づ
け
る
も
う
一
つ
の
表
現
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で

一
種
》
子
《
》
》
『
ノ
。

こ
の
ム
ヵ
マ
ン
ダ
パ
で
は
さ
ら
に
別
の
被
り
物
を
か
ぶ
っ
た
人

物
像
が
み
ら
れ
る
。
同
マ
ン
ダ
パ
東
部
に
立
つ
柱
の
南
側
面
の
最

下
段
は
三
つ
の
区
切
り
を
も
ち
、
そ
こ
に
は
「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』

か
ら
の
一
場
面
、
ビ
ー
マ
と
キ
ー
チ
ャ
カ
の
物
語
が
描
か
れ
て
い

＊
・
１
０

る
国
凶
６
］
・

パ
ー
ン
ド
ゥ
王
の
五
王
子
と
そ
の
妻
ド
ラ
ウ
パ
デ
ィ
ー
は
追
放

さ
れ
、
追
放
生
活
最
後
の
一
三
年
目
、
ヴ
ィ
ラ
ー
タ
王
の
盲
殿
で
、

１
デ
ィ
シ
ュ
テ
ィ
ラ
は
賭
博
の
師
、
ビ
ー
マ
は
料
理
人
、
ア
ル
ジ

ュ
ナ
は
王
女
の
踊
り
の
師
、
ナ
ク
ラ
は
厩
使
い
、
サ
ハ
ー
デ
ー
ヴ

ァ
は
家
畜
使
い
、
そ
し
て
ド
ラ
ウ
パ
デ
ィ
ー
は
王
妃
の
侍
女
と
し

て
身
を
隠
す
こ
と
に
な
る
。
ヴ
ィ
ラ
ー
タ
王
の
義
弟
キ
ー
チ
ャ
カ

は
ド
ラ
ウ
パ
デ
ィ
ー
を
見
る
な
り
彼
女
に
恋
心
を
抱
く
よ
う
に
な

る
が
、
ド
ラ
ウ
パ
デ
ィ
ー
は
こ
と
ご
と
く
拒
絶
す
る
。
執
勧
に
言

い
寄
る
キ
ー
チ
ャ
カ
を
ド
ラ
ウ
パ
デ
ィ
ー
は
あ
る
夜
、
王
宮
の
劇

場
に
誘
う
。
し
か
し
そ
こ
で
待
っ
て
い
た
の
は
ド
ラ
ウ
パ
デ
ィ
ー

で
は
な
く
ビ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
キ
ー
チ
ャ
カ
が
ド
ラ
ウ
パ
デ
ィ
ー

と
思
い
近
づ
い
た
と
た
ん
、
強
靭
ビ
ー
マ
は
キ
ー
チ
ャ
カ
を
殺
し
、

＊
・
Ｉ
・
Ｉ

そ
の
体
を
ま
る
め
肉
塊
の
球
に
し
た
の
だ
。

支
柱
側
面
最
下
段
の
向
か
っ
て
左
側
の
区
画
に
は
、
柱
の
陰
に

隠
れ
る
ビ
ー
マ
が
、
そ
し
て
中
央
部
に
は
キ
ー
シ
ャ
カ
を
殺
し
そ

の
体
を
操
る
ビ
ー
マ
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ビ

ク
ン
バ
コ
ナ
ム
の
南
東
二
キ
ロ
に
あ
る
パ
ラ
ャ
ー
ラ
イ
と
い

う
村
は
パ
ッ
ラ
ヴ
ァ
朝
か
ら
そ
の
名
が
知
ら
れ
、
後
期
チ
ョ
ー
ラ

朝
に
は
大
勢
の
僧
侶
た
ち
が
住
み
、
さ
ら
に
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
・
チ
ョ

ー
ラ
王
（
一
二
八
’
二
三
五
年
）
の
居
住
地
が
あ
っ
た
所
で

＊
１
２

も
あ
る
。
現
在
は
簡
素
な
村
に
過
ぎ
な
い
こ
の
パ
ラ
ャ
ー
ラ
イ
に

は
、
ソ
ー
マ
ナ
ー
タ
ル
（
あ
る
い
は
ソ
ー
マ
リ
ン
ガ
ル
）
寺
院
が

残
っ
て
い
る
。
そ
の
建
築
様
式
は
後
期
チ
ョ
ー
ラ
朝
の
代
表
的
な

寺
院
、
ダ
ー
ラ
ー
ス
ラ
ム
の
ア
ィ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺
院
、

ト
リ
ブ
ヴ
ァ
ナ
ム
の
カ
ン
パ
ハ
レ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺
院
と
通
ず
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
建
立
年
代
は
紀
元
二
三
○
か
ら
二
六
○
年

＊
Ｉ
心
紬

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
寺
は
か
つ
て
二
重
の
外
壁
を
も
ち
、
ゴ
ー
プ
ラ
ム
が
そ
れ

ぞ
れ
の
方
向
に
付
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
、
東
側
に
開
い
た
ゴ
ー

プ
ラ
ム
の
み
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
内
側
の
通
路
外
壁
は
、
片
面

卓
１
４

に
八
本
、
計
一
六
本
の
パ
ネ
ル
の
列
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
列
に
は
、
一
○
の
パ
ネ
ル
が
上
下
に
並
び
、
こ
れ
ら
の
う

ち
四
五
の
パ
ネ
ル
が
踊
り
子
像
、
八
の
パ
ネ
ル
が
太
鼓
、
シ
ン
バ

ル
な
ど
の
奏
者
像
、
そ
の
他
、
樹
下
女
立
像
（
シ
ャ
ー
ラ
バ
ン
ジ

ヵ
ー
）
、
踊
る
ガ
ネ
ー
シ
ャ
像
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
の
パ
ネ
ル
群
の
中
に
は
先
に
ア
イ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
シ
ュ

－
マ
の
頭
部
に
は
、
両
性
具
有
の
踊
り
子
、
上
半
身
と
下
半
身
が

前
後
逆
に
な
っ
た
人
物
像
と
同
じ
円
形
の
被
り
物
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

＊
Ｍ
た
だ
し
、
最
上
部
の
パ
ネ
ル

は
後
代
の
修
復
と
み
ら
れ
る
。

霊＆
ｰ
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Ｐ

＊
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ｂ
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ヴ
ァ
ラ
寺
院
の
例
で
紹
介
し
た
キ
ー
チ
ャ
ヵ
を
倒
す
ビ
ー
マ
の
姿

を
有
す
る
パ
ネ
ル
が
ひ
と
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ビ
ー
マ
像
の

パ
ネ
ル
と
向
か
い
合
う
反
対
側
の
パ
ネ
ル
に
は
、
こ
こ
で
問
題
と

な
る
奇
異
な
舞
踊
の
型
を
と
っ
た
踊
り
子
像
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ソ
ー
マ
ナ
ー
タ
ル
寺
院
東
ゴ
ー
プ
ラ
ム
内
壁
に
残
る
こ
れ
ら
二

つ
の
パ
ネ
ル
の
配
置
は
、
円
形
装
飾
の
被
り
物
を
か
ぶ
っ
た
二
つ

の
人
物
像
１
１
両
性
具
有
の
踊
り
子
像
と
ビ
ー
マ
像
１
１
の
関
連

性
を
さ
ら
に
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
奇
異
な

踊
り
の
型
を
と
っ
た
両
性
具
有
の
踊
り
子
像
は
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ

タ
』
に
関
通
す
る
人
物
と
推
定
で
き
る
。
弓
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
」

に
お
い
て
「
踊
り
」
、
「
両
性
具
有
」
に
関
わ
る
人
物
、
そ
れ
は
ア

ル
ジ
ュ
ナ
で
あ
る
。

一
三
年
間
の
追
放
生
活
の
中
で
、
素
性
を
隠
し
ヴ
ィ
ラ
ー
タ
王

の
宮
殿
で
働
く
パ
ー
ン
ド
ゥ
の
五
王
子
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う

に
勇
者
ア
ル
ジ
ュ
ナ
は
踊
り
の
師
と
な
る
。
か
っ
て
神
々
の
武
器

を
手
に
入
れ
る
た
め
、
天
上
界
で
過
ご
し
た
ア
ル
ジ
ュ
ナ
は
ガ
ン

ダ
ル
ヴ
ァ
の
長
チ
ッ
ト
ラ
セ
ー
ナ
か
ら
踊
り
と
音
楽
を
習
う
。
ア

ル
ジ
ュ
ナ
が
地
上
に
帰
ろ
う
と
し
た
時
、
チ
ッ
ト
ラ
セ
ー
ナ
は
、

魅
惑
的
な
天
女
ウ
ル
ヴ
ァ
シ
ー
を
使
い
、
彼
を
天
上
界
に
留
め
よ

う
と
す
る
。
あ
る
夜
、
そ
の
豊
潤
な
体
で
ウ
ル
ヴ
ァ
シ
ー
は
ア
ル

ジ
ュ
ナ
を
誘
惑
し
た
が
、
ア
ル
ジ
ュ
ナ
は
ウ
ル
ヴ
ァ
シ
ー
を
相
手

に
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
立
腹
し
た
ウ
ル
ヴ
ァ
シ
ー
は
ア
ル
ジ
ュ

ナ
に
対
し
、
男
性
性
を
失
い
女
た
ち
の
間
で
踊
り
を
踊
る
も
の
に

＊
・
Ｉ
↑
勘

な
る
よ
う
呪
う
。
そ
し
て
追
放
生
活
最
後
の
年
、
ヴ
ィ
ラ
ー
タ
王

の
宮
殿
に
お
い
て
ア
ル
ジ
ュ
ナ
は
去
勢
さ
れ
た
体
で
、
踊
り
と
歌

＊
１
６

を
王
女
ウ
ッ
タ
ラ
ー
に
教
え
る
こ
と
と
な
る
。
ア
ィ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ

シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺
院
ム
カ
マ
ン
ダ
パ
に
み
ら
れ
た
合
掌
す
る
異
形
の

人
物
像
は
ヴ
ィ
ラ
ー
タ
王
を
拝
す
る
ア
ル
ジ
ュ
ナ
、
ま
た
奇
異
な

踊
り
の
型
を
と
っ
た
両
性
具
有
の
踊
り
子
像
は
ヴ
ィ
ラ
ー
タ
王
の

宮
殿
で
踊
り
を
教
え
る
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
姿
で
あ
る
と
以
上
よ
り
推

定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

５
ｌ
踊
る
ア
ル
ジ
ュ
ナ
像
の
重
要
性

後
期
チ
ョ
ー
ラ
朝
の
圭
試
暁
で
は
、
先
に
紹
介
し
た
キ
ー
チ
ャ
ヵ

を
殺
す
ビ
ー
マ
像
を
始
め
、
弓
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
の
場
面
が
浮

彫
彫
刻
で
描
か
れ
る
の
で
、
そ
の
登
場
人
物
の
一
人
ア
ル
ジ
ュ
ナ

の
姿
が
こ
の
時
代
の
踊
り
子
像
と
し
て
見
ら
れ
る
の
は
不
自
然
な

こ
と
で
は
な
い
。
さ
て
、
ダ
ー
ラ
ー
ス
ラ
ム
の
ア
イ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ

図5ダーラースラム、アイラーヴアテシ
ュヴァラ寺院、ムカマンダパ支柱側面
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さ
て
、
ア
ィ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺
院
の
隣
に
は
女
神
の

寺
院
ダ
イ
ヴ
ア
ナ
ー
ャ
キ
が
独
立
し
て
た
つ
。
こ
の
寺
の
建
立
年

代
に
関
し
て
の
刻
文
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
建
築
様
式
は
ア

ィ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
本
殿
と
共
通
す
る
点
が
多
く
、
本
殿

が
建
て
ら
れ
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
建
築
物
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ

＊
・
Ｉ
皇
８

れ
る
。こ
の
寺
は
東
方
に
開
か
れ
、
ア
ィ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺

院
と
同
じ
く
基
埴
の
上
に
立
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
並
べ
ら
れ
た
パ

ネ
ル
に
は
倭
人
の
舞
踊
あ
る
い
は
戦
う
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
。
前

殿
の
東
面
に
は
張
り
出
し
が
あ
り
、
そ
の
左
右
に
は
階
段
が
付
さ

シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
寺
院
ム
カ
マ
ン
ダ
パ
支
柱
側
面
の
「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ

タ
」
、
「
ラ
ー
マ
ー
ャ
ナ
」
の
登
場
人
物
の
頻
度
は
、

「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
」
関
連

ビ
ー
マ
、
キ
ー
チ
ャ
カ
（
一
例
）

キ
ラ
ー
タ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
（
一
例
）

「
ラ
ー
マ
ー
ャ
ナ
」
関
連

バ
ー
リ
ン
、
ス
グ
リ
ー
ヴ
ァ
（
一
例
）

ラ
ー
マ
、
シ
ー
タ
ー
、
ラ
ク
シ
ュ
マ
ナ
（
一
例
）

申
１
具
“
■

と
分
析
す
る
調
査
報
告
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
ム
カ

マ
ン
ダ
パ
に
は
両
性
具
有
と
し
て
踊
る
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
姿
が
約
二

○
例
み
ら
れ
る
が
、
以
上
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
、
「
マ
ハ

ー
バ
ー
ラ
タ
」
の
一
登
場
人
物
で
あ
る
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
舞
踊
表
現

は
異
例
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

れ
、
正
面
部
に
は
奏
者
を
伴
っ
た
踊
り
子
像
を
描
く
三
つ
の
大
き

な
パ
ネ
ル
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
［
図
７
］
。

向
か
っ
て
右
側
の
パ
ネ
ル
で
は
太
鼓
と
シ
ン
バ
ル
奏
者
に
挟
ま

れ
た
女
性
の
踊
り
子
の
姿
が
描
か
れ
る
。
こ
の
踊
り
子
が
と
る
上

半
身
の
型
は
右
手
の
手
の
ひ
ら
を
正
面
に
向
け
る
Ｕ
Ｐ
”
舵
型
、

そ
し
て
下
半
身
の
型
は
膝
開
き
、
腰
を
落
と
し
て
右
足
の
か
か
と

を
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
左
側
の
パ
ネ
ル
の
踊
り
子
像
は
、
肘
を

曲
げ
た
腕
を
上
方
に
あ
げ
、
も
う
一
方
の
腕
は
下
方
に
伸
ば
す
上

半
身
、
膝
を
開
き
腰
を
低
く
落
と
し
、
足
を
交
差
さ
せ
る
下
半
身

の
型
を
み
せ
、
そ
の
脇
に
は
太
鼓
奏
者
、
ま
た
片
手
を
あ
げ
る
人

物
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
央
の
パ
ネ
ル
に
は
口
髭
と

豊
か
な
胸
を
も
っ
た
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
舞
踊
が
太
鼓
奏
者
と
シ
ン
バ

ル
奏
者
に
挟
ま
れ
る
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
ル
ジ
ュ
ナ
像

に
は
そ
の
特
徴
と
な
る
腰
を
捻
っ
た
下
半
身
の
型
、
さ
ら
に
円
形

の
被
り
物
が
明
瞭
に
判
別
で
き
る
が
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、

こ
の
ダ
イ
ヴ
ア
ナ
ー
ャ
キ
祠
堂
に
お
け
る
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
舞
踊
像

の
配
置
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
パ
ネ
ル
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
寺
院
の
最
東
部
、
つ
ま
り
こ
の
寺
院
境
内
に
入
る
と
最
も
正

面
に
く
る
部
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
像
は
そ
の
中
央

部
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
テ
ィ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
ー
ル
の
テ
ィ
ャ
ガ
ラ
ー

ジ
ャ
ス
ワ
ミ
ン
寺
院
は
長
年
に
わ
た
り
建
築
が
続
け
ら
れ
た
寺
院

で
、
後
期
チ
ョ
ー
ラ
朝
の
王
と
し
て
は
ラ
ー
ジ
ャ
デ
ィ
ラ
ー
ジ
ャ

＊
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二
世
、
ク
ロ
ー
ッ
ト
ゥ
ン
ガ
三
世
、
ラ
ー
ジ
ャ
ラ
ー
ジ
ャ
三
世
の

刻
文
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
寺
に
は
二
つ
の
回
廊
外
壁
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
東
ゴ
ー

プ
ラ
ム
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
内
側
の
ゴ
ー
プ
ラ
ム
は
パ
ネ
ル
を

並
べ
た
基
壇
の
上
に
た
ち
、
そ
こ
に
は
主
に
踊
り
子
の
姿
が
描
か

れ
て
い
る
。
通
路
口
の
左
右
そ
れ
ぞ
れ
六
パ
ネ
ル
、
計
二
四
パ
ネ

ル
が
あ
り
、
そ
の
中
の
二
パ
ネ
ル
に
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
舞
踊
が
み
ら

れ
る
。
い
ず
れ
も
上
か
ら
厚
く
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
て
い
る
た
め
、

口
髭
は
判
別
で
き
な
い
が
、
豊
満
な
胸
、
そ
し
て
円
形
の
被
り
物

は
判
別
で
き
る
。
一
つ
の
パ
ネ
ル
の
ア
ル
ジ
ュ
ナ
像
は
太
鼓
奏
者

を
伴
っ
た
も
の
で
、
そ
の
特
徴
的
な
下
半
身
を
み
せ
、
そ
し
て
ア

ラ
パ
ド
マ
を
と
っ
た
右
手
を
頭
部
横
に
、
左
手
は
腰
に
あ
て
て
い

る
。
も
う
一
つ
の
踊
る
ア
ル
ジ
ュ
ナ
像
は
典
型
的
な
そ
の
舞
踊
の

型
、
組
ん
だ
手
を
前
に
つ
き
だ
し
、
腰
を
ひ
ね
っ
た
下
半
身
を
と

っ
て
い
る
［
図
２
］
。

そ
し
て
、
こ
の
テ
ィ
ャ
ガ
ラ
ー
ジ
ャ
ス
ワ
ミ
ン
寺
院
の
例
で
も

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
ア
ル
ジ
ュ
ナ
像
の
配
置
位
置
で
あ
る
。

踊
る
ア
ル
ジ
ュ
ナ
像
を
有
す
る
パ
ネ
ル
は
、
ゴ
ー
プ
ラ
ム
西
面
の

通
路
口
の
す
ぐ
脇
、
つ
ま
り
本
殿
に
面
し
た
ゴ
ー
プ
ラ
ム
の
中
心

部
二
つ
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ル
ジ
ュ
ナ
像
は
異
な
る
上

半
身
を
み
せ
な
が
ら
、
同
じ
下
半
身
を
左
右
対
称
に
と
っ
て
お
り
、

二
体
で
一
組
と
い
う
様
相
を
み
せ
て
い
る
が
、
ダ
ー
ラ
ー
ス
ラ
ム

の
ダ
イ
ヴ
ア
ナ
ー
ャ
キ
祠
堂
と
同
様
、
こ
の
ゴ
ー
プ
ラ
ム
に
お
け

る
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
舞
踊
像
は
、
寺
院
全
体
か
ら
も
特
出
し
た
場
所

６
１
１
忠
匡
の
境
界
を
超
え
た
踊
り
手
の
意
味

以
上
の
よ
う
に
、
後
期
チ
ョ
ー
ラ
朝
に
見
ら
れ
る
写
ハ
ー
バ

ー
ラ
タ
」
の
一
登
場
人
物
ア
ル
ジ
ュ
ナ
、
そ
の
舞
踊
像
の
登
場
頻

度
の
高
さ
、
ま
た
時
に
寺
院
の
特
出
し
た
箇
所
に
配
置
さ
れ
る
と

い
う
表
現
意
図
に
は
、
時
代
的
な
理
由
を
見
い
出
せ
る
か
も
し
れ

な
い
。
例
え
ば
ク
ロ
ー
ッ
ト
ゥ
ン
ガ
一
世
は
周
辺
勢
力
と
の
戦
い

を
、
「
ア
ル
ジ
ュ
ナ
が
カ
ー
ン
ダ
ヴ
ァ
の
森
を
焼
い
た
よ
う
に
、

＊
ｌ
⑪
シ

コ
ー
ッ
タ
ー
ル
の
要
塞
を
破
り
．
…
．
．
」
と
例
え
た
よ
う
に
、
チ
ョ

ー
ラ
朝
勢
力
拡
大
に
お
い
て
は
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
英
雄
化
が
み
ら
れ

る
。
寺
院
の
多
く
が
王
朝
の
庇
護
の
下
に
建
立
さ
れ
る
こ
の
時
代
、

王
に
好
ま
れ
る
図
像
が
頻
繁
に
登
場
す
る
こ
と
は
決
し
て
特
異
な

例
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
な
イ
ン
ド
に
お
け

る
舞
踊
観
、
そ
し
て
両
性
具
有
の
聖
性
な
ど
を
考
え
る
ほ
う
が
、

踊
る
ア
ル
ジ
ュ
ナ
像
の
特
別
な
表
現
意
図
は
よ
り
自
然
に
理
解
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

に
配
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
に
お
け
る
舞
踊
の
理
論
書
『
ア
ビ
ナ
ャ
ダ
ル
パ
ナ
ム
」
、

あ
る
い
は
『
サ
ン
ギ
ー
タ
ラ
ト
ゥ
ナ
カ
ラ
」
に
よ
る
と
、
舞
踊
は

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ナ
ー
テ
ャ
（
芝
居
）
、
ヌ
リ
テ
ャ
（
音
を

伴
っ
た
マ
イ
ム
）
、
ヌ
ル
ッ
タ
（
純
粋
舞
踊
）
１
１
に
分
類
さ

＊
２
０

れ
る
。
ま
た
別
の
角
度
か
ら
、
舞
踊
と
い
う
も
の
が
「
タ
ー
ン
ダ

ヴ
こ
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
と
「
ラ
ー
ス
ャ
」
と
い
う

図7ダーラースラム、ダイヴアナーヤキ寺院、張り出し部
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＊
リ
菅
Ｉ

優
雅
な
も
の
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

「
ア
ビ
ナ
ヤ
ダ
ル
パ
ナ
ム
」
に
よ
れ
ば
、
「
タ
ー
ン
ダ
ヴ
ァ
」
は

シ
ヴ
ァ
の
従
者
タ
ー
ン
ド
ゥ
か
ら
、
「
ラ
ー
ス
ャ
」
は
パ
ー
ル
ヴ

＊
ツ
ー
ゾ
ー

ァ
テ
ィ
の
踊
り
か
ら
出
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
「
タ
ー
ン

ダ
ヴ
こ
は
「
男
性
的
な
舞
踊
」
、
「
ラ
ー
ス
ャ
」
は
「
女
性
的
な

舞
踊
」
と
分
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
分
類
は
あ
く
ま
で

も
踊
り
の
技
法
に
関
し
て
で
あ
り
、
踊
り
手
の
性
別
を
限
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。

舞
踊
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
分
類
法
は
、
現
在
の
イ
ン
ド
舞
踊
で

も
広
く
採
用
さ
れ
、
ひ
と
つ
の
演
目
の
中
で
「
ナ
ー
テ
ャ
」
、
「
ヌ

リ
テ
ャ
」
、
「
ヌ
ル
ッ
タ
」
そ
し
て
「
タ
ー
ン
ダ
ヴ
ァ
」
、
「
ラ
ー
ス

本
ツ
ー
地
叩

ャ
」
を
織
り
混
ぜ
な
が
ら
、
舞
台
が
構
成
さ
れ
て
い
く
。
舞
台
の

上
で
踊
り
手
は
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
演
じ
、
舞
う
。
時
に
は
王
に

な
り
、
動
物
に
な
り
、
勇
者
に
な
り
、
恋
を
す
る
乙
女
に
な
る
。

役
者
を
兼
ね
た
踊
り
手
は
、
あ
ら
ゆ
る
性
別
、
年
齢
、
社
会
的
階

級
、
さ
ら
に
人
、
神
、
動
物
の
境
を
超
え
た
役
割
を
舞
い
分
け
ね

ば
な
ら
な
い
。

そ
の
際
、
踊
り
手
本
人
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
あ
る
い
は
年
齢
が
そ
の

踊
り
に
関
与
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
舞
台
の
上
で
踊
り
手
は

観
客
に
芝
居
・
踊
り
の
内
容
・
感
情
を
伝
え
る
中
立
的
な
存
在
で

あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
天
女
ウ
ル
ヴ
ァ
シ
ー
に
呪
わ
れ
た
ア

ル
ジ
ュ
ナ
は
男
性
性
を
失
い
、
ヴ
ィ
ラ
ー
タ
王
の
宮
廷
で
踊
り
を

教
え
た
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
舞
踊
観
か
ら
考
え
る
場

合
、
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
「
男
で
も
な
く
女
で
も
な
い
」
と
い
う
属
性

が
、
踊
る
ア
ル
ジ
ュ
ナ
像
の
特
別
な
表
現
意
図
と
し
て
想
定
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

性
の
境
界
を
超
え
た
も
の
こ
そ
、
踊
り
手
に
要
求
さ
れ
る
自
己

の
中
性
化
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
完
壁
な
舞
踊
手
を
特
徴
づ

け
る
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
舞
踊
彫
刻
が
寺
院
の
至
る
と
こ

ろ
に
み
ら
れ
、
寺
院
と
舞
踊
の
結
び
つ
き
の
強
さ
が
窺
え
る
こ
の

時
代
、
踊
る
ア
ル
ジ
ュ
ナ
像
は
理
想
的
な
舞
踊
手
と
し
て
表
現
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
ア
ル
ジ
ュ
ナ
舞
踊
像
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
そ
れ

だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
性
の
境
界
が
あ
や
ふ
や

申
少
』
Ｄ
Ｔ

な
存
在
と
し
て
ヒ
ジ
ュ
ラ
は
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
イ

ン
ド
で
は
古
来
か
ら
ヒ
ジ
ュ
ラ
は
「
グ
ル
（
師
ご
を
中
心
に

「
チ
ェ
ラ
（
弟
子
こ
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
構
成
、
共
同
生

活
を
営
み
、
宗
教
的
職
能
者
、
あ
る
い
は
芸
能
者
と
し
て
子
ど
も

の
誕
生
、
結
婚
式
、
葬
式
な
ど
通
過
儀
礼
で
は
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
役
割
を
演
じ
て
い
る
。

両
性
具
有
で
あ
る
人
び
と
は
時
に
雨
乞
い
を
し
、
乾
い
た
大
地

に
豊
穣
を
も
た
ら
し
、
ま
た
時
に
子
孫
繁
栄
を
祈
る
．
イ
ン
ド
で

は
現
在
に
至
る
ま
で
、
豊
饒
性
を
誘
発
す
る
両
性
具
有
の
聖
性
が

人
び
と
の
生
活
の
中
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
豊
か
な
胸
と
口
髭

を
た
く
わ
え
た
ア
ル
ジ
ュ
ナ
像
に
特
別
な
表
現
意
図
を
考
え
る
場

合
、
イ
ン
ド
の
伝
統
の
中
に
生
き
続
け
る
こ
の
両
性
具
有
の
聖
性

を
軽
編
哩
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

＊
別
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
「
半
陰
陽
」

を
あ
ら
わ
す
語
で
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
男
で
も
女
で
も
な
い
人
び
と
が
作

り
出
す
集
団
を
さ
す
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
た

ち
は
、
お
も
に
女
装
し
て
歌
や
踊
り

を
見
せ
る
こ
と
で
生
計
を
立
て
て
い

》
（
》
。 ＊

露
天
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旨
く
昌
遷
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昌
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、
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ミ
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コ
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ロ
コ
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言
ト
ョ
ミ
冨
冒
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ミ
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エ
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勤
。
。
胞
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＊
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畠
自
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旦

ご
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画
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勇
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、
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エ
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言
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・
色
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曲
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ｌ
お
わ
り
に

以
上
、
寺
院
に
お
け
る
舞
踊
彫
刻
が
盛
ん
に
な
る
後
期
チ
ョ
ー

ラ
朝
と
い
う
時
代
、
そ
こ
に
現
れ
る
奇
異
な
舞
踊
の
型
に
焦
点
を

当
て
、
そ
の
型
を
と
っ
た
踊
り
子
像
の
解
明
と
表
現
意
図
を
考
察

し
て
み
た
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
宗
教
と
美
術
、
そ
し
て
踊
り

を
含
め
た
芸
能
が
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
美
術
に
お
け

る
踊
り
の
表
現
は
実
際
の
舞
踊
を
色
濃
く
反
映
す
る
。
先
学
の
研

究
が
示
唆
し
て
き
た
よ
う
に
、
舞
踊
彫
刻
は
か
つ
て
の
イ
ン
ド
舞
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文
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墓
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ミ
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画
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営
昌
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．
胃
乏

ロ
里
三
壱
三
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ヨ
駒
三
『
芦
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室
麹
営
◎
二
画
『
一
里
で
こ
三
一
号
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『
い
つ
会
三
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巳
・
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剴
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口
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目
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言
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三
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員
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い
旨
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翼
ｇ
〔
都
営
弓
①
ヨ
亘
①
輿
シ
ロ
画
弓
、
㈹
『

踊
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
彫
刻
に
お
け
る
舞
踊
表
現
は
、
実
際
の
舞
踊

の
動
き
を
写
し
取
る
の
み
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
美
術
に
お
け
る
膨

大
な
数
の
舞
踊
表
現
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
は
決
し
て
少
な
く
な

い
は
ず
で
あ
る
。

た
だ
し
、
舞
踊
彫
刻
の
探
求
に
潜
む
可
能
性
は
、
芸
能
・
彫
刻

に
留
ま
る
こ
と
の
な
い
多
角
的
視
点
か
ら
の
考
察
、
体
系
的
な
フ

ィ
ー
ル
ド
調
査
に
よ
っ
て
裏
づ
け
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
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